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18.殺虫剤に放ける共力作用機構に関する研究 (第 3朝)ピレ トyyの酵素的解毒に対

す るDihydroconiferylAIcもhol及び関連化合物の阻害について★ 松原弘道 (岐阜大学

n学部 虫薬化学研究室)30.10.8.受理

イ王,.'ェの酵東によるビレTllJンの分解に対するdjhydroconiferylalcohol及'vs関連化合 ･

物の阻書を,アカイエカの幼虫を用いる生物試験によらて研究し ビレT･I)ンのイエバエに対

するノックダウン効力への共力剤の作用横柄の一部は,ビレT･I)ンの酌鷺的解斑に対する共力

剤の阻害作用に基くものである事を明らかにt.た｡

前掛こ於て若者(I)はイエバエの酵素によるピレスロ

イドの分解に対するpiperonylhutoxideの阻告作用

を研兜し.■ピレスロイドのイエバエに対する致死効力

への共力剤の兆力作m機椛を,Chamberlain(2)によ

'つて提唱された解荷作IT]附告説をもってしては,全市
的に脈明するIifが不可舵であるリIJを知った｡また著者

(3･4)は別把,ピレトリンに対するdihydroconiferyl

alcohol及び関迎化合物の)与力効脚こついて研冗し,

ピレト')ンのアカイエカの幼虫に対する致死弛びに

ノックダウン効力へdillydroconiferylalcohol,グア

ヤコ-Jt',アニソ-ル,フェノール,)･-(m-methoxy-

phenyl)-及びγ-pIlenyトpropylalc(加lは総て共力

効果を示さないにも拘らず,イエバエの成虫に対する

ノックダウン効力へは,ihlfJ4者はェゴノール以上の火

力効果を示す-EJFを認めた｡

'昆虫の致死_並びにノ'.yクダウン現象は視雑な多数の

囚子の綜合的結米とみられるが,lffi収の共力剤の如く

,何れの現象にも非力効果を示す化合物の共力作Jl]機梢
の解明よ.りも,上述の諮実験によって明らかとなった,

ノックダウン現象に対してのみ兆力効只を示す化合物

のそれの節明の方が,Pより容易と考えられる｡

故に著者は ピレトリンのイエバエに対するノック

ダウン効力への,上記謂化合物の共力作用機梢を明ら●

かにする口的をも′って,イエバエの酵素によるピレト

･)ンの分脈に対するtlihydroconiferylalcohol'及

び閃迎化公物の帖Wl･:Juを,･アカイエカの幼虫を用い
､て吐物･-1lylJに研光し,)(･の作JrJ桃川の一部を解明する
:Flfがilt米たので,こ にゝ川/bする｡

坪 放

Ⅰ.賓功材料及び方法

･x･本報舘の概雪別よ,昭和3031=:りJ30rl.1川二位芯化17:令
大全 (文京)にて訊洗｡

1.供試粟剤 除虫菊エキスはピレト.)ンⅠ5.99%;I

ピレト.)ンⅡ9.96%,企ピレトT)ン15.95%の市販品

で,dihydroconiferylalcohol(I),y-(wE-methoxy-

phenyl)propylalcohol(I). r-(I)-oXyPhenyl)I

propylalcohol(I),†-phcnyJpropyltllcohol(rY)

グ̀アヤコール(Y), アニソール(lT)及びフェノTル

(1甘)は著者のが先に稚LB⊥たものと同様のものであ
る｡またTween80及びキシロール (hp137-1400)

は何れも市販晶を非の相川いた｡

2.供試昆虫 イエバエ ATtlSCadowleSLicavicina

ATacq.の成虫は節1糾(･bにiFLl'伐したものと同じで,

チ(･のLt:休組械賦抑紋のD.'ほTl班地びに加熱不活性化の万

IL･は耐招(T)に記職したそれと同様である｡

アカイエカ CILlexPiL･iensvar.L,aEt叩S､Coqui.

は著者(6)が先に報告したと同じ,鮮化後6-8日日の

3齢幼虫である｡

3･官顔方法 イエバエの酵美紀 去るIピレトリンの

分解に対するdihydroconiferylalcohol及び関連

化合物の阻告実験は,前和 (1)にmj't現した方法に即じて

行った｡即ち ,̂li及びCの3系列の乳剤を.'WJ整理し,

^系列に放てはO.0.I),0.'ピレトリン乳剤 (除ill菊エヰ

ス0･123軸 ,Ttvcen801･20g,辛.シ.ロール0･6746g,

水で40ccとする)2ccにイエバエの脚綿状1とC及

び水13ccを況和し,2如.?rL'fJ,300のTiIT7EA掛 こ入れTiI
期的に振出後,0.4/oQ'dihydroconifL･rylalcohol及
び関連化合物の乳剤(I～Ⅶ0.16g,TIYCCn80ユ.ヨog,

キシロール0.64g,水で40ccとする)戚はO.4,007基

礎乳剤 (Tween801.20g, キンロ-ル0.64g,水で

40ccとする)の2ccを添加する｡･13系列はA系列の

イエバエの磨砕紋の代りに.加熱不活性化イエバエの

胴抑牧を添加する外はこれと全く同じに扱作し,C系

列はJR初から0.05% ピレトリーン乳剤2cc, イエンヾエ
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'の潜砂状1cc,0.4%dihydroconif;FYIalcohol及

び脚迎化合物の乳剤成特,基礎乳剤2cc及び水11ccを

況机 24時間同様に処理後,3系列の乳剤共,前掛l)

に記成した実験と同様に適宜稀釈し,7.カイエカの幼

虫を用いる生物検定を行い.･24時間後の致坪率からイ

エバエの酵素によって分解されたピレト7)ン量畢びに

分解作用への dihydroconiferylalcohol及び関連

化合物或は基礎乳剤の阻害率を求めた｡

なお本実験の検紋のpHは,緩衝液による乳剤の破.

境を避けるためと.生体磨砕紋のpH(6.2)と検紋の

それとが大差がない事から,共の調盤を行わず.其の

位解毒実験を行った｡酵素液惑加後の輸液のpHはフ

ェ ノー )i,の5.8,y-'(L･-oXyPhenyl)propylalcohol

の6.0以外は総て6.2であった｡

ⅠⅠ.責鞍結果

前述の方法に従い.得たA.B及びC各系列原乳剤

16cc対する稀釈率と稀釈乳剤によるアカイエカの幼

虫の致死率との関係は第1及び2表に示す通りである｡

なおA,,B及びCの右下に附記した Ⅰ-Ⅶは加用 し

た化合物の記号をあらわす｡

.先に著者(3)は 7,-(t･10XyPhenyl)propylalcohol

がピレトリンのアカイエカの幼虫に対する致死効力へ

雌か非力効果を有する事を観訳し,本化合物が解毒試

験中イエバエの酵素によって分解或は不活性化される

TableI. Dosage(ppm)-mortality(%)of

20:魯TIY･!

か苔かを挽する必要を生じたので,蔚1表のDl及び

E皿に於ては,本化合物の乳剤にイエバエの生体辞責

(D丑)或は同じく加熱不活性化聯讃(E工)を24時間

作用せしめ. 後0.05%ピレトt)ン乳剤を加え,A及

びBと同様にアカイエカの幼虫を用いる生物頃定を行

ったD

またAb,Bb及びCb系列は解毒に及ぼす基礎乳剤

中の Tween90及びキシtト ルの影響を知るための

対照実験として行ったも'ので各供試化合物の代りに該

化合物を含まない基礎乳剤を添加して同様に操作した｡

なお各実験手引こ如処理対照区として.100-200匹の

虎虫について生存虫率を求め,Abottの式によらて

祁正した｡共験時の水温は25.5-28.00であっ1:｡

ⅠⅠⅠ.者 轟

第1及び2表の結果を法 Blissのprobit法によb

整理し,共の回帰方程式求め,碇にそれから薬包-致
死率回帰線を描き,各回帰線相互間に果して有意の差

がある石かについて.Blissの方法に基いて吟味を行

ったム即ちXa!+X82の値が5.991より大となって有
意の差を認めた(n-2,Pr-0.05)回帰線は.Ab-Bb,

AI-BI,AI-BⅡ,AⅦ-BⅡ,ATV-BⅣ,Av-Bv.

Av-Cv,AⅥ-I3,V,AⅦ-B甘,及びAⅦ-C甘.･であ

ら.其の他が5,991より小で,有意の差を認めなかっ

たのは,A8-Cb,AI-CI.BrCI.AI･CI,A五･

larvaeoLthecommonhousemosquitointhe

experimentsforinhibitionofenzymaticdetoxificationofpyrethrinscausedbybaseemulsion,
dihydroconiferylalcoholoritsrelatedcompounds･Onehundredindividualswereu占edineach
dosage..

Table2. Do.sage(ppm)-mortality(%)oflarvaeofthecommonhousemosquitointhe
experimentsforinhibitionofenzymaticdetoxificationofpyrethrinscausedby㍗-phenylpropyl
alcohol.guaiacoI,anisolorphenol.Onehundredindividualswereusedineachdosage.

Dilution卜DosageIA可 BN.LcNIIAyIBvLcy･llAⅦlBuL叫 IAⅦI叫 C｡



CI.DrE1. Ŵ-Cw,̂ Ⅵ-

Cv-.r及びBll-Cllである｡

このうち Dェ･Elの拍力に

は有忠の丑が認められないので.

γ-(p･oxタphenyl)propylalc-

oholはイiバ工の群菜によっ

て分朋或は不活性化きれない邪
が明らかとなった｡

l上記の各回帰線から,大釈等

のの方法によって各乳剤の絶対

有効皮を求めると第3表に示す

ような結果が得られる｡ ･

今 LD-50によって示された

各乳剤の詩力から.イエバエbI

聯熟こlj:るピレトリンの分矧 こ

対す声基即 し札 djhydrocon-
iferylalcohol及び関連化合

物の阻告作用を考究すれば,

AB～Cb系列の実験に於て

Tween80及びキシロールのみ

を含む基礎乳剤は全く解詔作用I
を阻寄しないので.̀これに他の'

化合物を加用した乳剤の場合,

それに含有せられる基剤の彫轡

を弼祝出来る華が示されている｡~I

.R式

100-CALLD,I_5500-_BBIiDD･_550.x100

-阻苔率.

によって求めた.ピレトリンの

簡素的解毒に対する dihydro-

conifeTylaleohol及び関連化

合物の阻告率並びに著者¢)が先

に報告した,ピレト.)ンのイエ

Eg･虫 科 学 界 20 啓一TV

Tabl03.rAf'solutccELclctiやen占SsoEpyrc仙rum emu]S王onも
detoxiEiedhyhollSeLlyenzymeinthepresとnCC(ifdihydroconト
fcrylalcoholoritsTChtedcompoundstOhrmeoftheCOrnmOn
housemosquito.

AW 0.183 5.455 1.028621.559171.69834 42.52336.239.'39.659
BⅣ 0.193 .5.182

rcⅣ .0.197 ′5.072

Av 0.191 5.241 1.77353. 59.365

･Bv 0.194 5.152 ･1.71944 52.413､

パエの成虫に対するノックダウ

ン効力への同一化合物の共力皮を示せねば第4表の通

bである｡

節4衣の結果からピレトリンのイエバエに対するノ

ックダウン効力へ火力効果を示す dihydroco11ifery1

alcohol,グアヤコール.アニソール 及びフェノール

は,イエバエの酢流によるピレトt)ンの分解を金田的

に,或は極めて放く阻巧するに反し,非力効果を示さ

ないγ-(m-methoxyphenyl)-,7,-(♪-OXyPhenyl)-及

びγ-phcnyl-propylalcoholは.非の分解を全く阻

辞しないか,或は共の阻告皮が少なく,かつピレト1)

ンのノックダウン効力に対する共力皮の大なるもの樫,

分解作用に対する阻告班が大である串が示 されてい

る｡

Chamberlain(!)は先に非力刑の作m横柄として,
ピレト.)ンの解招作用への阻巧祝を択旧したが,′夷の

研死中ワモンゴキプ.)Pm'PEGneLaamm'canaL.の

.)パーゼに対する各和jt:･力刑の阻告率とピレトt)ンの

致死効力へのそれ等の火力皮との問に明らかな相閑々

係が認められず,硬に研死を必要とすると述べている｡

著者による本実験に於て,A町CⅡ並びにAⅣ-CⅣ

の南回帰線問には有意差が認められない (Ti-2,Pr-

o.05)という結果を得ているので,γ-(クーOXyphenyl)-

及びγ-phenyl-propylalcoholの阻膏率を一歩考慮

外とすれば,ピレトリンのイエバエに対するノックダ
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Table4･.Per･centinhibitionofenzymatic.detoxifi-;

catiopJL9fpyret如inscausedby｡ihydroconiferylPlcohol･･:
oritsrelatedcompounqsandtheirdeg,ces'Pfsyr!yr即sP･,.i

for･knockdowneffectofpyrethrinsonhouseflぎ･,･..-

compoundstested 一 日PnehL,芸.PotiTsDyenger,egeiSsAf

dihydroconiferylalcohol

γ-(m-methoxyphcnyl)propyl-alc叫ol

γ-(L'-oxyPhenyl)propylalcワhol

y-phenylp.ropylalcohol

guaiacol

anisol

phenol
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ゥン効和 の dihydr｡C｡nifejylalュ,h｡l及 び朗迎

化合物の共力皮と,ピレトリンの酵妄;的解詔べ中それ

毎の阻害率との間には相他 がある耶となるO,: /

以上の結果からピレトリンのイェ′?工の成虫に対す .

るノックダウ●ン効力への共力剤の共力作用機椛のうち,

少 くとも非の一部はピレトt)ンの酵素的解詔に対する

非力剤の阻--iiiTl作Ff]に韮くものと称し得られる｡

総 括

ピレトリシのイエバエの成虫に対するノックダウン

効力への共力剤の作JT]機梢を明らかにする目的で,イ

エバエの生体紐枯磨砕紋によるピレト1)i,乳剤の酵素

的解詔に対する dihydroconiferylalcohol及び閃

迎化合物の阻害作用を,アカイエカの幼虫を用いる生

物試験によって研究した｡

,ピレトリンのイエバエに対するノックダウン効力へ

共力効果を示す dihydroconiferyl?lcohol,トク◆ァヤ

コール,アニゾ-ル及びフェノールは.共の解諺を全

面的に或は強政に阻等し,共の阻昏率と共力庇との間

には相朗が認められるけれども,共力効果を示さない

γ-(W1-mCthoxyphenyl)-,γ-(p-oxyphenyl)一及びγ-

phcnyl-propylalcoholは,r其の節詔を全く阻害 し
ないか,誠は阻Iriit庇が少ないのを観察し,ピレト.).ン

のノックダウシ効力への共力作用機構の-静 ま,ピレ

ト.)ン.の郎邦的解砧に対する共力剤の阻苔作用に逝く
ものであるとの紙pl糾こiBした｡

,本研究は京都大学出挙部武田三jL]-'教授を代表者とす

争｢害虫の化学的防除に凹する韮礎的研光｣に関する
綜合研究の一部で,終始恥草地蛙を胸った武居三吉教授
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Resum丘

FortheJPurposeOf_ehrifyingthemechLlnism∵L

ofactl'OnofsynergistforknockdolVnefLectof

pyrethrinsonhousefly,theauthorhasstudied

on inhibition.of enzymaticdetoxificationof

pyrethrinscausedbydihydrdconiferylalcohol

anditsrelatedcompounds,bymeansofbi｡assay

'withlarvaeofthecommonhousemosquito,Cutex

i)ゆeTISVAT.PaZtensCoqui･.

Thedetoxificationofpyrethrinsbythetritu-

ratedtissueofadultsofthecommonhousefly.
Muscadomeslz'cavz'ci12aMacq. (by enとymatic

action)wastPtallyorpo､verLu,llyinhibitedhy
dihydroconiferylalcohol,guaiacol,anisoland

phenollvhichlVereSynergisticlVithpyrcthrins

forknockdowneffectonhousefly.hutnotat
allora.littleby γ-(∽-met110Xypllenyl)-.■γ-

(910XyPhenyl)- and γ-phenyl-propyl alcohol

whichwerenotsynergisticwiththes.lmC.And.
thereareCOrrelationbetweenpercentinhibition

anddegreeofsynerglSm.

Itcomestoconclusion,therefore,that;IPart

ofmechanismofaction′ofsynergistfくけknl)Ck

dolVneffectofpyretllrinsonhouseflyisdue

totheinhil')itionofenzymaticdetoxificationof

pyrethrinscausedlJySynergist.


